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環境・CSRの新体制

人権への配慮

社長室会

環境・CSRアドバイザリーコミッティー環境・CSR委員会
環境・CSR全般の基本方針（事業領域のあり方を含む）を討議 当社グループの環境・CSR活動に対する諮問機関

環境統合政策会議 社会貢献委員会
当社グループの環境関連活動の基本方針を討議 社会貢献活動のレビューと次年度の活動方針策定を行う

　体制強化を図るために、社長室会の下部組織として、
2008年4月1日付で「環境・CSR委員会」を設置、さらに
その下部委員会として「環境統合政策会議」「社会貢献委
員会」の2つを設置しました。新体制に伴い、環境・CSR
担当役員を任命しました。従来から環境・CSR分野を所
管する役員はおいておりましたが、役員の業務分担として
明記するのは初めてのことです。

　また、社外有識者の方々を加え、三菱商事グループの
環境・CSR活動などに対する助言や提言を行う「環境・
CSRアドバイザリーコミッティー」を設置しました。グ
ローバルな事業展開を進めるためにも、社内における議論
に加え、社外有識者の方々の声も活かしていきたいと考え
ています（詳細は7ページを参照）。

環境・CSRの取り組み強化
三菱商事は、2008年度および2009年度の2年間の中期経営計画である「INNOVATION 2009」を策定しました。
ますます高まる社会からの要請に応えていくべく、CSRへの取り組みを従来以上に強化し、
ビジネスを通じた環境への貢献など、環境分野を中心に、社会の持続可能な発展や成長を目指した事業を展開していきます。

　かけがえのない地球、豊かな社会を次世代へと引き継いでい

くため、三菱商事は環境・CSR活動に継続的に取り組んでき

ました。具体的には、母と子の自然教室などの社会貢献活動、

世界各地での国際貢献施策、社員による日々のボランティア活

動などを息長く続ける一方で、新規・既存の投融資案件の審査

についての環境・CSR面での評価・分析、EMS（ISO14001）

活動の推進などを行っています。

　最近の気候変動・生物多様性に関する世間の関心の高まり

を見るにつけても、事業活動を通じたCSRの実践の必要性をま

すます強く感じております。2008年度は従来の取り組みのさ

らなる強化を図るため、社内体制の見直しを行うと共に新規施

策への取り組みを進めているところです。

　このサステナビリティレポート2008では、三菱商事の活動

のうち主要なものをご報告致します。中でも特集では、高い注

目が集まっている「地球温暖化問題」、「水資源」、「生物多様性」、

「食資源」の4つの切り口から代表的な事業をご紹介します。

　このレポートをお読み頂き、三菱商事の環境・CSR活動に

関してご理解頂く一助となれば幸いです。
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特に注力する分野

社会の持続可能な発展や成長を目指した事業を展開します。
（環境・CSR 委員会、アドバイザリーコミッティーを新たに設置）

●ビジネスを通じた環境への貢献
●事業推進上の環境面の評価・分析
●環境保全活動（熱帯林再生実験プロジェクト、サンゴ礁保全プロジェクト）
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●サプライチェーン上の人権・
 労働問題の確認

社 会 性 分 野

●ボランティア（母と子の自然教室等）
●世界各地における国際貢献

社 会 貢 献 活 動
●福祉、教育分野（留学生奨学金等）
●文化・芸術分野（若手芸術家支援等）

●CO2削減と排出権取得（オフセット）
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三鋼領 企業行動指針 環境憲章

企業理念としての

●連結ベースのダイバーシティー推進
●支援活動（アフリカ貧困層への支援等）

副社長執行役員（環境・CSR担当）

　当社は、世界中でさまざまなビジネスを展開するに当たり、
人権への配慮をCSRの重要な要素であると考えており、世界人
権宣言（Universal Declaration of Human Rights）、国際労働
機関（ILO）の中核的労働基準、安全と人権に関する自主的原則
（Voluntary Principles on Security and Human Rights）
など人権に関する国際規範を支持しています。

　また、施策を進めるにあたり、社員啓発、実態把握、情報開示
を中心に進めています。総合商社における最も重要な課題のひ
とつが、サプライチェーンにおけるCSR配慮です。当社では、
取扱商品のうち主に農産物や衣料品等の実態把握調査、現場視
察などを実施しています。

サステナビリティレポート 2008の発行にあたって
環境・CSR担当役員メッセージ
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